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FCC 注意

当機器は試験によ り、 FCC Rule Part 15 に従い、 Class B デジタル機器に対する制限

に一致するこ とが証明されています。 これらの制限は、 住宅での設置における有害な

混信に対し合理的な保護を提供するよ う設計されています。 当機器は無線周波数エネ

ルギーを造成、 使用および放射するため、 指示に従わない設置および使用を行った場

合、 無線通信に有害な混信を起こすこ とがあ り ます。 ですが、 特定の設置によ り干渉

が起こ らないとい う保証はあ り ません。本機器の電源を断続的にオンオフするこ とで、

ラジオまたはテレビ受信に有害な干渉を引き起こす場合、 ユーザーは以下の手段を  1
つ以上を用いた干渉の修正が奨励されます :

受信アンテナを違う方向に向けるか、 または移動させて ください。

機器と受信機の間の距離を離して ください。

受信機が接続されたものとは異なるサーキッ ト の差込み口に機器を接続して くだ
さい。

それでも修正されない場合は、販売店または経験豊富なラジオ / テレビ技術者にご
相談ください。

本装置は FCC Rule Part 15 に適合しています。 操作は次の 2 つの条件に従います :

1. 本装置が有害な混信を引き起こすこ とな く 、 

2. 必要と しない操作を引き起こす可能性のあるいずれの干渉も受け入れる必要が

あ り ます。
JP-1



安全指示

プロジェ クタを操作する前に、後の参考と してこれらの指示をすべてお読みください。

1. 指示の参照

機器を操作する前に、 すべての安全および操作指示を読む必要があ り ます。

2. 注意と警告

操作指示におけるすべての注意および警告は必ず守って ください。

3. ク リ ーニング

ク リ ーニングの前に壁のコ ンセン ト からプロジ ェ クタのプラグを抜いて く だ

さい。 プロジェ クタハウジングの掃除いは湿らせた布を使用して ください。 液

体またはエアゾール洗剤は使用しないでください。

4. 付属品

不安定なカー ト 、 スタン ド 、 またはテーブルの上に当製品を置かないでください。

製品が落下して、 深刻な損害を引き起こすこ とがあ り ます。

プロジェ クタ、 付属品およびオプシ ョ ナル部品びプラスチッ ク梱包材は、 その

袋で窒息死をもたらすこ とがあるため、 子供の手が届かないよ う にして くださ

い。 小さい子供の周辺では特に注意して ください。

5. 通気

プロジェクタは通気口 ( 取入口 ) および通気口 ( 排気口 ) を備えています。 これらのス

ロ ッ ト を妨げたり、 ものを近く に置いたり しないでください。 さ もないと内部発熱

性が発生し、 ピ クチャの悪化またはプロジェ クタが損傷をもたらすこ とがあ り

ます。

6. 電源

本体の操作電圧が居住地域の電源電圧と同じかど うかを確認して ください。

7. 整備点検

自身で当プロジェ クタの調整をしよ う と しないでください。 すべての整備点検

については、 資格を持った整備スタッ フにお問い合わせ ください。

8. 交換部品

交換部品が必要な場合、交換部品が メーカー指定かど うか確認してください。不

当な交換は火事、 感電あるいはその他の危険をもたらすこ とがあ り ます。

9. 結露

プロジェ クタを寒い場所から暖かい場所へ移動させた直後の操作はお止め く

ださい。 プロジェ クタはそのよ うな温度変化にさ ら された場合、 レンズおよ

び重要な内部部品に湿気が凝縮するこ とがあ り ます。 本体を可能な損害から

防ぐには、 極端な、 あるいは急激な温度があった際、 少な く と も 2 時間はプ

ロジェ クタを使用しないでください。
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はじめに

プロジェクタの特徴
高性能の光学エンジン映像とユーザーフレン ド リ ーなデザインを統合させたプロジェ

クタは、 高い信頼性と使いやすさを提供します。

プロジェ クタは以下の特徴を提供します :

テキサス ・ インス トルメンツ DLP® 技術による 0.55" シングルチップ 

SVGA (800 x 600 画素 )

VGA、 SVGA、 XGA*、 および SXGA* スケー リ ング圧縮互換性で、 800 x 600 全
画面に自動画像リサイズ ( 自動同期 )

Macintosh® コ ンピ ュータ互換

NTSC、 PAL、 SECAM および HDTV 互換

アナログビデオ接続用 15-Pin D サブ端子

ユーザーフレン ド リ ーなマルチ言語によるオンスク リ ーンディ スプレイ

高度な電子キース ト ーン修正

* は圧縮を意味します。
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パッケージ内容
プロジェ クタを開封する際は、以下の内容物がすべてあるかど うか確認して ください :

警告

埃っぽい環境でプロジェ クタを使用しないでください。

プロジェ クタが室温に適応するまで、 使用前 5-10 分間は電源ケーブルを

接続したままにして ください。

製品が入っていた出荷用ダンボールおよび包装材は、 ユニッ ト を運ぶ際に

役に立つため保存しておいて ください。 最大限の保護を行うため、 元来工

場で梱包されていた通り にユニッ ト を再包装して ください。

レンズキャ ッ プ付
プロ ジェ クタ

AC 電源コ ード VGA ケーブル
(D サブから  D サブ )

ユーザーマニュ アル CD ク イッ クスタート ガイ ド リ モート コ ント ロ ール (IR)

いずれかの商品が入っていない、 破損している、 またはユニッ トが動作しな

いなどの場合は、 至急代理店までご連絡ください。
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プロジェクタの概要

前面から見た図

警告

可能な燃焼を防止するため、 プロジェ クタ使用中はランプカバーと排気口

に触らないでください。

ランプ点灯中は、 レンズまたは通気口を直視しないでください。 強い光線

によ り目を傷つけるこ とがあ り ます。

調整脚だけを持って、 プロジェ クタを運ぶよ うなこ とはしないでくださ

い。 プロジェ クタが落下して、 破損するこ とがあ り ます。

傾斜調整脚 通気口 ( 取入口 )

レンズキャ ップ ズーム リ ング

映写レンズ フ ォーカス リ ング

前面 IR リ モー ト コ ン ト ロールセンサ コ ン ト ロールパネル
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2 6
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4 8
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背面から見た図 

セキュ リテ ィ ロ ッ ク

ケンジン ト ン ロ ッ ク

AC 電源ソケッ ト

接続ポー ト

通気口 ( 排気口 )

底部から見た図

天井マウン ト

傾斜調整脚

ランプカバー

 4 5 321

1

2

3

4

5

1

2

3

1

22

23

当プロジェ クタはサポー ト と して天井マウン ト で使用するこ とができます。

天井マウン ト はパッケージには含まれていません。
天井へのプロジェ クタ設置に関しては、 販売店までお問い合わせください。
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製品を使用する

コン ト ロールパネル

LED

ボタン機能

Lamp (LED ランプインジケータ )
「LED ランプインジケータのメ ッセージ」 参照。

Temp (LED 温度インジケータ )
「LED ランプインジケータのメ ッセージ」 参照。

電源 LED 
「LED ランプインジケータのメ ッセージ」 参照。

4 つの方向指示ボタン

項目の選択または選択に合わせた調整に使用します。

Resync
プロジェ クタを コ ンピ ュータからの入力シグナルに再同期させます。

MENU
- オンスク リ ーンディ スプレイメニューを表示、 または終了します。

- サブメニューを開き、 メニューの選択を確認します。 色設定、 ランプ時間リ

セッ ト 、 および工場出荷初期値メニューの操作を起動します。

( 電源 )
プロジェ クタの電源をオンまたはオフ します。

Source
手動で入力ソースを選択します。
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接続ポー ト

RS232
インス ト ール制御とフ ァ ームウ ェアのアップグレー ド用に保持されます。

COMPUTER IN
画像入力シグナル ( アナログ RGB またはコ ンポーネン ト ) をジャ ッ クに接続し

ます。

VIDEO
ビデオ機器のコンポジッ ト ビデオ出力を接続します。

MONITOR OUT
コ ンピ ュータディ スプレイ等に接続します。

1

2

3

4

1

2

3

4

JP-9



JP-10

リモー ト コン ト ロール

POWER
プロジ ェ クタの電源をオンまたは

オフ します。

4 つの方向指示ボタン

項目の選択または選択に合わせた

調整に使用します。

MENU
オン ス ク リ ー ンデ ィ スプ レ イ メ

ニューを表示、 または終了します。

RESYNC
プロジ ェ クタを コ ン ピ ュータから

の入力シグナルに再同期さ せま

す。

SOURCE
手動で入力ソースを選択します。

Brilliant Color
鮮やかな、 写実的な画像に強調し

た色 飽和を送信する色スペク ト

ルを産生します。 ほとんどの コ ン

ピ ュータソースに対して起動しま

す。

BLANK
一時的に ス ク リ ー ン を遮断し ま

す。 も う一度 押すと、 空白機能を

取り消します。

Keystone + / -
プロジェ クタの傾斜

によ って引き起こ される画像の変形を

調整します。

ASPECT
押すと、 4:3 から  16:9 に画像の縦

横比を切り換えます。

FREEZE
「FREEZE」 を押すとスク リ ーン画像を

一時停止し ます。 も う一度押すと、 フ

リ ーズ機能 を取り消します。
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電池を交換する
初めて使用する場合 :
使用の前に、 透明の絶縁テープを引いて、 取り外

します。

電池交換の場合 :
1. キャ ッチを左に押し、 電池ホルダーから取り

外します。

2. 古い リ チウム コ イン型電池を取り外し、 新しい電池

(CR2025) を 1 つ取り付けます。 必ず 「+」 のマークが

ある側を上に向けてください。

3. 電池ホルダーを カチ ッ と言う まで リ モー ト コ ン ト

ロールユニッ ト に押し込み、 元通り にします。

警告

 電池を正し くないタイプのものと交換した場合、爆発する恐れがあ り ます。
 使用済み電池は指示に従って処分して ください。
 電池を取り付ける際、 必ずプラスおよびマイナス端子を正しい方向に向け
て ください。

子供の手が届く範囲に電池を保管しないでください。

電池を再充電したり、 または火気あるいは水に接触させないでください。

使用済み電池は家庭廃棄物と共に処分しないでください。 使用済み電池は、 居住
地域の地方条例に従って 処分して ください。
不当に電池を交換した場合、 爆発する危険性があ り ます。 メカー推奨の同じタイ
プにのみ交換してください。
電池は火気または水の中あるいは近く に置かず、 日の当たらない、 涼し く乾燥し
た場所に保管してください。
電池に液漏れの疑いがある場合は、 漏れを拭き取ってから新しい電池に交換して
ください。 漏れた液体が身体あるいは衣服に付着した場合は、 すぐに水でよ く洗
い流してください。
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リモー ト コン ト ロールの操作
赤外線リ モー ト センサに リ モー ト コ ン ト ロールを向け、 ボタンを押します。

前面からプロジェ クタを操作

する

30 20

7m

10

リ モー ト センサに照射する螢光灯など、 日光やその他の強い光がある場合、

リ モー ト コ ン ト ロールは作動しないこ とがあ り ます。
リ モー ト コ ン ト ロールは、 リ モー ト センサが目に見える位置から操作して く

ださい。
リ モー ト コ ン ト ロールを落と した り、 衝撃を加えないでください。

過度に高い温度または湿度の場所に リ モー ト コ ン ト ロールを保管しないで

ください。
リ モー ト コ ン ト ロールを濡ら した り、 または濡れたものをその上に置かな

いでください。
リ モー ト コ ン ト ロールを分解しないでください。
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インスト ール

プロジェクタを接続する

RS-232 ケーブル コンポジッ ト ビデオケーブル

VGA ケーブル (D- サブから  D- サブ ) VGA(D サブ ) ～ HDTV(RCA)
ケーブル

1 3

2 4

デスクトップタイプラップトップタイプ

ビデオソース(例)

VCR セットトップ型ボックス

コンポーネントビ
デオ機器 (DVDプ
レーヤーまたは

HDTVソースなど）

3

2

4

12

ケーブルを接続する際、 プロジェ クタと外部機器両方の電源コー ド を AC コ
ンセン トから切断する必要があ り ます。
上の図は接続の一例です。 これは、 これらの装置をすべて接続、 または同

時に接続しなければならないこ とを意味するものではあ り ません。
プロ ジ ェ クタ付属のケーブルは上記イラス ト とは異なるこ とがあ り ます。

製品に含まれるケーブルは実際の出荷配送に基づきます。
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プロジェクタの電源をオン / オフする

プロジェクタの電源をオンにする場合 :
1. プロジェクタのレンズキャ ップを取り外します。

2. AC 電源コー ド と周囲のシグナルケーブルの接続を完了します。

3. コ ン ト ロールパネルの  ボタンまたは リモー ト コ ン ト ロールの電源ボタンを

押すと、 プロジェ クタの電源が入り ます。

プロジェ クタが暖まるまでおよそ 1 分かかり ます。

4. ソース ( コ ンピュータ、 ノー ト ブッ ク、 DVD など ) の電源を入れます。 プロジェ

クタが自動的に使用するソースを検出します。

同時に複数のソースをプロジェ クタに接続する場合は、 コ ン ト ロールパネル

の左ボタンかまたは リ モー ト コ ン ト ロールのソースボタンを押します。

警告

電源を入れる前に、 まずレンズキャ ップを取り外して ください。

ランプ点灯中は決してレンズをのぞき込まないでください。 レンズをのぞき

込んだ場合、 目を傷つけるこ とがあ り ます。

本製品の焦点は高温を凝縮します。 可能な火災の危険を避けるため、 近く に

は何も置かないでください。

プロジェクタの電源をオン / オフするには :
1. コ ン ト ロールパネルの  ボタンかまたは リモー ト コ ン ト ロールの電源ボタン

を押すと、 プロジェ クタのランプが切れます。 「電源 OFF?」 のメ ッセージが表

示されます。 「電源をも う一度押して ください」 とい う メ ッセージがスク リ ーン

に現れます。  
2. コ ン ト ロールパネルの  ボタンかまたはリモー ト コン ト ロールの電源ボタン

を押して確定します。

冷却フ ァ ンは、 冷却周期の間作動し続けます。

LED ランプが点滅を始めると、 プロジェ クタはスタンバイモー ド にな り ま

す。

プロジ ェ クタの電源を再度入れ直す場合、 プロジ ェ クタが冷却周期を完了

し、 スタンバイモー ド になるまで待つ必要があ り ます。 スタンバイモー ド に

なると、 コ ン ト ロールパネルの  ボタンかまたは リ モー ト コ ン ト ロール

の電源ボタンを押すだけでプロジェ クタは再起動します。

3. 電気コンセン ト およびプロジェクタから AC 電源コー ド を切断します。

4. 電源を切った後、 すぐにプロジェクタの電源を入れないでください。
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プロジェクタを調整する

プロジェクタの高さを調整する

プロジェ クタには、 画像の高さを調整するため 2 種類の傾斜調整脚が備えつけられて

います。

スク リ ーンの画像を水平にするため、 傾斜調整脚を回して高さを微調整します。

プロジェクタのズームとフォーカスを調整する

1. フォーカス リ ングを回転させて画像の焦点を合わせます。 焦点を合わせる際は、

静止画像で行うようお勧めします。

2. ズーム リ ングをスライ ド させることで、 画像を調整します。

傾斜調整脚

プロジェ クタの損傷を避けるため、プロジェ クタをキャ リ ングケースに入れ

る前に傾斜調整脚を完全に引っ込めて ください。
JP-15
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映像画像サイズを調整する
以下のイラス ト と表を参照して、 画面サイズと映写距離を測定して ください。

スク リ ーン
サイズ対角
( インチ )

4 : 3 スク リ ーン

ワイ ド テレビ

映像距離 映像距離
m インチ m インチ

40 1.60 63.04 1.76 69.12
50 2.00 78.80 2.19 86.40
60 2.40 94.56 2.63 103.68
70 2.80 110.32 3.07 120.96
80 3.20 126.08 3.51 138.24
90 3.60 141.84 3.95 155.52
100 4.00 157.60 4.39 172.80
120 4.80 189.12 5.27 207.36
150 6.00 236.40 6.58 259.20
200 8.01 315.20 8.78 345.60
250 10.01 394.00 10.97 432.00
300 12.01 472.80 13.17 518.40

40"

60"

100"

120"

200"

ワイド: 1.6m テレビ: 1.76m

ワイド: 2.4m テレビ: 2.63m

ワイド: 4m テレビ: 4.39m

ワイド: 4.8m テレビ: 5.27m

ワイド: 8.01m テレビ: 8.78m

プロジェ クタは水平に置いて ください。 水平でない位置では、 熱が発生し

プロジェ クタに損傷をもたら します。
プロジェ クタ側面には 30cm 以上の空間を保持して ください。

煙の立ち込める環境でプロジェ クタを使用しないでください。 致命的な部

品に煙が残留し、 プロジェ クタまたはその性能に損害を与えます
天井から吊り下げるなど、 特別な設置に関しては代理店にご相談ください。
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メニュー操作
プロジェ クタには、 画像の調整およびさまざまな設定を変更するため、 多言語のオン

スク リ ーンディ スプレイメニューがあ り ます。

-35-+35

*1 調整範囲と 工場出荷初期設定はシグナルタイプによっ て異なり ます。
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操作方法
1. MENU ボタンを押して OSD メニューを開きます。

2. OSD が表示されたら、  /  を使用してメインメニューのいずれかの機能を選択

します。

3. 必要なメイン MENU 機能を選択した後、  を押して機能設定するサブメニュー

に進みます。

4. 設定の調整は  /  で行います。

5. MENU ボタンを押すと、 スク リ ーンはメインメニューに戻り ます。

6. OSD を終了するには、 も う一度 MENU ボタンを押します。 OSD メニューが終了

し、 プロジェ クタは自動的に新しい設定を保存します。

ピクチャ  ( コンピュータ / ビデオモー ド )
輝度

画像を明る く 、 または暗く します。

コ ン ト ラス ト

明るい部分と暗い部分の差を設定します。

色設定

色温度を調整します。 温度が高くなればなるほど、 スク リ ーンはよ り寒冷色で見え、

温度が低くなればなるほど、 スク リ ーンは温暖色に見えます。 「ユーザー」 を選択した

場合、3 色(赤、緑、青) の強度を変えるこ とでユーザー色温度をカスタマイズできます。

キース ト ーン

キース ト ーンの歪みを修正します

縦横比

ピクチャをスク リ ーンに合わせる方法を選択します :
4:3 : 入力ソースが映写スク リ ーンに合うよ う拡縮されます。

16:9 : 入力ソースが映写スク リ ーンの幅に合うよ う拡縮されます。

画像

さまざまな種類の画像のため最適化された、 多くの工場プ リ セッ トがあ り ます。

PC : コ ンピ ュータまたはノー ト ブッ ク用です。

映画 : ホームシアター用です。

sRGB : PC 標準色用です

ユーザー : ユーザーの設定を記憶します。

ホワ イ トボー ド : 白い映像スク リ ーンタイプ用です。

ブラ ッ クボー ド : 黒い映像スク リ ーンタイプ用です。

グ リ ーンボー ド : 緑の映像スク リ ーンタイプ用です。

白色強度

白色部分の輝度を増加させます。

ガンマ

暗い風景の表示を効果的にします。 ガンマ値が大き くなればなるほど、 暗い風景がよ

り明る く見えるよ う にな り ます。
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コンピュータ画像 ( コンピュータモー ド )
周波数

コ ンピ ュータに比例してプロジェ クタのタイ ミ ングを調整します。

追跡

コ ンピ ュータに比例してプロジェ クタの位相を調整します。

H 位置 ( 水平位置 )
投射エ リ ア内で、 画像を左右に調整します。

V 位置 ( 垂直位置 )
投射エ リ ア内で、 画像を上下に調整します。

ビデオ画像 ( ビデオモー ド )
飽和度

ビデオ画像を白黒から完全飽和色まで調整します。

シャープネス

画像を鮮明にするか、 またはぼかします。

色調

赤または緑に色を移行させます。

設定 ( コンピュータ / ビデオモー ド )
メニュー位置

表示スク リ ーン上のメニュー位置を選択します。

映像

ピクチャをプロジェ クタの定位に合うよ う調整します :スク リ ーンを直立または逆さ、

前面または背面にします。 それに従って、 画像を反転、 または逆さまにします。

シグナルタイプ

映写したいコ ンピ ュータ  In 端末に対するソースを指定します。

RGB: VGA シグナル用

YCbCr/YPbPr: コ ンポーネン ト  I、 P シグナル用

ランプ時間

ランプの経過稼働時間を表示します ( 時間単位 )。
ランプ時間リ セッ ト

ランプ時間を 0 時間まで リ セッ ト します。

節電

特定時間の間、 いずれの操作も実行されない場合、 プロジェ クタの電源が自動的に切

れます。



自動ソース

すべての入力ソースを自動的にスキャンします。

エコモー ド

電力消費量を減ら し、ランプ寿命を延ばすよ う映写用電球の光熱出力を低下させます。

高度

プロジェ クタを冷却する適切な高度を達成するためフ ァ ンを全速力で絶え間なく作動

させます。

OSD タイムアウ ト

OSD メニュー表示の持続時間のカウン ト を開始します （アイ ドル時、 秒単位 )。

オプシ ョ ン ( コンピュータ / ビデオモー ド )
空白スク リ ーン

スク リ ーンを一時的に空白にします。 またこの機能がアクティブの時にスク リ ーン色

を選択します。

パスワー ド

パスワー ド を設定、 または変更します。 パスワー ド機能が追加されると、 プロジェ ク

タの電源を入れる際、 画像の映像にあらかじめ設定したパスワー ド の入力が必要にな

り ます。

鮮明色 TM             
鮮やかな写実的な画像に、 強調した色飽和を送信する色スペク トルを産生します。 ほ

とんどのビデオソースをオフにし、 ほとんどのコ ンピ ュータソースをオンにするよ う

推奨します。

言語 ( コンピュータ / ビデオモー ド )
スク リ ーンのメニューで使用される言語を選択します。

工場出荷初期値 ( コンピュータ / ビデオモー ド )
工場出荷初期値に設定を修復します。
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メンテナンス
プロジェ クタは適切なメンテナンスを必要と します。 ほこ り 、 土または汚れを映写し、

画質を減少させるこ とがないよ う、 レンズは清潔に保つ必要があ り ます。 他の部品で

交換が必要な場合は、 販売店または資格を持ったサービススタ ッ フまでご連絡くださ

い。 プロジェ クタのすべての部品を掃除する際は、 必ず最初にプロジェ クタの電源を

切り、 コ ンセン ト を抜いて ください。

警告

プロジェ クタのいずれのカバーも決して開けないでください。プロジェ クタ内

部の危険な電気電圧は深刻な傷害を引き起こすこ とがあ り ます。本製品を自身

で修理しよ う と しないで ください。 すべての整備点検については、 資格を持っ

たサービススタ ッ フまでお問い合わせ ください。

レンズのク リ ーニング
レンズはレンズ用ク リ ーニングペーパーで優し く拭いて ください。 レンズを手で触ら

ないでください。

プロジェクタ ・ ハウジングのク リ ーニング
柔らかい布で優し く拭いて ください。土や汚れを簡単に除去するこ とができない場合、

水、 または水と中性洗剤で湿らせた柔らかな布を使用してから、 柔らかい、 乾いた布

で拭き取って ください。

メンテナンス作業を開始する前にプロジェ クタの電源を切り、 コ ンセン ト

から AC 電源コー ド を取り外して ください。

ク リ ーニング前にレンズが冷却された状態にあるこ とを確認して ください。

洗剤、 または上記で述べられたもの以外の化学物質は使用しないで くださ

い。 ベンゼンあるいはシンナーを使用しないでください。
化学品スプレー剤は使用しないでください。

柔らかな布地またはレンズ用ペーパーのみ使用して ください。
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ランプを交換する
プロジェ クタの作動時間が経過するに従って、 映写用電球の明るさは徐々に減少し、

ランプは破損しやす くな り ます。 警告メ ッセージが表示された場合、 ランプの交換を

お勧めします。自身でランプを交換しよ う と しないで ください。交換には、資格を持っ

たサービススタ ッ フまでご連絡ください。

プロ ジ ェ ク タの電源を切った直後のランプは非常に高い熱を帯びていま

す。 ランプに触れた場合、 指をやけどする恐れがあ り ます。 ランプ交換に
は、 ランプが冷却されるまで少なく と も 45 分間待って ください。

いかなる場合でもランプのガラスには触らないでください。 ランプは、 ラン

プガラスへの接触を含む不適当な取扱いによ り爆発するこ とがあ り ます。
ランプの寿命は、 それぞれのランプで使用環境に従って異なり ます。 それ

ぞれのランプに対し、 同じ寿命はま った く保証できません。 ランプの中に
は、 故障した り、 他の同じランプよ り短い期間で寿命を終えるものがあ り
ます。
振動、 衝撃、 あるいは寿命が残り少な くな り、 使用時間経過によ って老化

した結果、 ランプは爆発するこ とがあ り ます。 プロジェ クタおよびランプ
が使用される環境あるいは状態に従って爆発の危険性は異なり ます。
ランプを修理または取り外す際は、 保護手袋および保護眼鏡を着用して く

ださい。
電源のオン ・ オフ周期が短いほど、 ランプに損傷を与え、 ランプ寿命を縮

めるこ とにな り ます。 プロジェ クタの電源を入れた後は、 電源を切るまで
少なく と も  5 分間待って ください。

紙、 布、 またはその他可燃物の近くでランプを操作した り、 またはそのよ

うな材料でランプを覆った り しないでください。
シンナーなどの可燃性物質を含む大気中でランプを操作しないで く ださ

い。
酸素大気中(空気中)でランプを操作する際は、その周辺または部屋の換気を

十分に行って ください。 オゾンを吸入した場合、 頭痛、 吐き気、 めまい、 お
よびその他の兆候を引き起こす場合があ り ます。
ランプには無機質の水銀が含まれます。 ランプが割れると、 ランプ内部の

水銀が空気中にさ ら されるこ とにな り ます。 ランプ操作中にランプが粉々
になった場合、 すぐにその区域を離れ、 水銀蒸気の吸入を避けるために少
なく と も 30 分間、その区域の換気を行って ください。換気を行わない場合、

ユーザーの健康に害を及ぼすことがあ り ます。
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1. プロジェクタの電源を切り ます。

2. 電源コー ド のプラグを抜きます。

プロジェ クタが天井マウン ト に設置さ

れている場合は、 マウン ト から取り外

します。 保護シー ト  ( 布 ) をプロジェ

クタの下に敷きます。 ランプカバーに

手が届く よ うプロジェ クタをひっ く り

返します。

3. ランプカバーのねじを緩めて、 カバーを取

り外します。

4. ランプモジュールから  2 つのねじを緩めま

す。

5. ハン ドルを引き上げてから、 ハン ドルでラ

ンプユニッ ト を引き抜きます。

6. 新しいランプモジュールをプロジェ クタに

挿入し、 ねじを締め付けます。

7. ランプカバーを交換し、 ねじを締め付けま

す。

8. プロジェ クタの電源を入れます。 ランプが暖機時間を過ぎても点灯しない場合、

ランプを再度挿入し直してみてください。

9. ランプ時間を リ セッ ト します。 設定 ( コ ンピュータ / ビデオモー ド ) メニューを

参照してください。

4
5

3

使用済みランプは、 居住地域の地方条例に従って処分して ください。

ねじが適切に締め付けられているこ とを確認して ください。 完全に締め

付けられていないねじは傷害あるいは事故をもたらすこ とがあ り ます。
ランプはガラス製のため、 ユニッ ト を落下させた り、 ガラスを引っかい

た り しないでください。
使用済みランプを再利用しないでください。 再利用した場合、 ランプが

爆発するこ とがあ り ます。
ランプを交換する前に、 必ずプロジェ クタの電源を切り、 AC 電源コー ド

のプラグを抜いて ください。
ランプカバーを取り外したままでプロジェ クタを使用しないで ください。
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仕様
表示タイプ 0.55 インチ シングル DLP パネル

解像度 ( 画素 ) SVGA (800 x 600)
輝度 2000 ANSI ルーメン

レンズ 手動ズーム  (1.1x)
スク リ ーンサイズ 30” – 300”
ランプ 180W
入力ソース 15 pin D サブ、 コ ンポジッ ト ビデオ、 RS232
出力ソース 15 pin D サブ

ビデオ互換 NTSC 3.58、 NTSC4.43
PAL-60、 M、 N
SECAM、 HDTV (480i/p、 576i/p、 720p、 1080i)

スキャ ン周波数
水平周波数
垂直周波数

31 - 79 KHz
50 - 85 Hz

操作 環境 :
温度 :5oC ～ 35oC
湿度 :30%-80%
保管 :
温度 :-20oC ～ 60oC
湿度 :30%-85%

電力要件 AC 100 - 240 V、 50 - 60 Hz、 2.5A
電力消費 240 W
寸法 (W x D x H) 274 x 216 x 105 mm
重量 2.4 kg (5.3lb)
注意 : 設計および仕様は予告なく 変更するこ と があり ます。
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付録

LED インジケータメッセージ

LED ランプ 温度 LED 電源 LED 意味

オフ オフ 100% 青の点滅 スタンバイモード

オフ オフ 青の点灯
プロ ジェ クタが良好な状態にあり ます。 電源
スイッ チが押さ れた時は、 輝度 100% です。
30 秒後、 輝度が 20% に変わり ます。

赤の点灯 赤の点灯 20% 青の点灯
プロ ジェ クタが終了し 、 フ ァ ンがシャ ッ ト ダ
ウ ンのためランプを冷却し ています。

赤の点灯 赤の点灯 100% 青の点灯
ランプの寿命に近付きつつあり 、 まもなく 交
換が必要です。

赤の点灯 赤の点滅 20% 青の点灯 ファ ンが故障し ています。

赤の点滅 オフ 100% 青の点灯
温度が高すぎます。 ランプの電源が切れます。
フ ァ ンがランプを冷却し ています。

赤の点灯 赤の点灯 オフ ランプの始動に失敗し まし た。
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互換モー ド

コ ンピュータ :

ビデオ : 

互換 解像度 H 同期 [KHz] V 同期 [Hz]
VGA 640 x 480 31.5 59.9

37.9 72.8
37.5 75.0
43.3 85.0

SVGA 800 x 600 35.2 56.3
37.9 60.3
48.1 72.2
46.9 75.0
53.7 85.1

XGA 1024 x 768 48.4 60.0
56.5 70.1
60.0 75.0
68.7  85.0

SXGA 1152 x 864 67.5 75.0
1280 x 960 60.0 60.0
1280 x 1024 64.0 60.0

シグナル 水平周波数 (kHz) 垂直周波数 (Hz)
480i 15.8 60
480p 31.5 60
576i 15.6 50
576p 31.3 50
720p 45.0 60
720p 37.5 50
1080i 33.8 60
1080i 28.1 50
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ト ラブルシューティング
プロジェ クタを修理に出す前に、 以下に記載された兆候と手順を参照して く ださい。
問題が持続する場合、 現地の再販業者またはサービスセンターまでご連絡く ださい。
また、 「LED インジケータメ ッセージ」 も参照して ください。

起動に関する問題
ランプがまった く点かない場合 :

電源コー ドがし っかりプロジェクタに接続されており、 も う一方の端が電力のあ

る コ ンセン ト に差し込まれているこ とを確認します。

も う一度電源スイ ッチを押します。

電源コー ド のプラグを抜き、 しばら く待ってからプラグを差し込み、 も う一度電源

スイ ッチを押します。

画像に関する問題
ソースの検索が表示される場合 :

コ ン ト ロールパネルの SOURCE ボタンかまたは リ モー ト コ ン ト ロールの

SOURCE ボタンを 1 回以上押して、 別のアクティブな入力ソースを選択します。

外部ソースの電源がオンで、 し っか り と接続されているこ とを確認します。

コンピュータ接続の場合、 ノー トパソ コンの外部ビデオポー トの電源が入ってい

るこ とを確認します。 コ ンピ ュータのマニュアルを参照して ください。
画像の焦点が合っていない場合 :

レンズカバーが取り外されているこ とを確認します。

スク リ ーンでメニューが表示されている間に、 焦点リ ングを調整します。 ( 画像サ

イズが変わることはあ り ません。 変わる場合は、 焦点ではな くズームを調整して
いるこ とにな り ます。 )
映写レンズをチェ ッ ク し、 ク リ ーニングが必要かど うかを確認します。

コ ンピ ュータ接続で画像がちらつ く 、 または不安定な場合 :
コ ン ト ロールパネルの Resync ボタンかまたは、 リ モー ト コ ン ト ロールの

RESYNC ボタンを押します。

MENU ボタンを押して、 コ ンピュータ画像 に進み、 周波数 または追跡 を調整し

ます。

リモー ト コン ト ロールに関する問題
リ モー ト コ ン ト ロールが作動しない場合 :

プロジェ クタ前面の リ モー ト コ ン ト ロール受信機を遮るものがないこ とを確認

します。 有効距離内でリ モー ト コ ン ト ロールを使用します。

スク リ ーン、 またはプロジェ クタ前面の リ モー ト コ ン ト ロールに向けます。

リ モー ト コ ン ト ロールを、 プロジェ クタの側面ではなく、 前面に直接対するよ う

に移動させます。
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